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「………っ、♡」

少年の吐息は熱く、震えていた。

給仕服の下にさし入れられた壮年男の武骨な手が、少

年のきめの細かい肌を這い上がってくる。

「ぁ……っ、♡」

思わず漏れた少年の声は、店内のカウンター横の蓄音

機から流れるシャンソンに紛れ、おそらく他の客席に

は届かない。蓄音機は
   

箪笥にも似た特製の木箱の内で

鳴っており、店内の落ち着いた雰囲気を壊さぬよう今

は木箱の観音開きの扉を半開きにされ、音量を抑えら

れている。けれど奥まった席にいる少年の声を掻き消

すには、充分な音だ。
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「♡ぁあ…、ん………、」

それでも万一誰かに聞かれたらと、少年は慌てて口を

手で塞ぐ。

汗ばんだ細い四肢がじんわりと熱くなっていくのが自

分でもわかった。

男の手にじれったい程ゆっくりあばらを辿られ、脇下

まで撫で上げられたかと思えば、

「！ッん″……♡♡、」

唐突に胸の頂きを
 

圧され、びくりと少年は身を跳ねさ

せた。

オレンジ色のランプが薄暗い店内を点々と照らしてい

る。

ほの暖かいコーヒーとブランデーの香りが、バロック
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調の造りに統一された空間を上品に包み込んでいる。

人々は手元の酒を傾けて、あるいは夕食のライスカレ

ーやオムレツを食べつつ、それぞれの席で談笑に耽っ

ている。

カウンターとホールを離れた奥の席で起こっているこ

となど、一般客の
．．．．

彼らには知るよしもない。

少年の給仕服の隙間に、別の男の手も入ってくる。

瑞々しい少年の肌の感触を
  

愉しむように、手は、今度

はサスペンダーで吊ったボトムスの中にまで伸びてく

る――。

大正××年四月。東京府某所。

歓楽街から少し離れた、看板建築の二階にその店はあ

った。

クラシックな雰囲気で昨今の派手さはないが、週末に

は常連で席が埋まる、そこそこ人気のカフェーだ。



4

「ん″ぅ……っ♡、……♡♡、」

仕事は給仕と聞いていたのに。

初出勤でいきなり奥の席の接客を任されたと思ったら、

こんなこと
．．．．．

になっている。

「ん″…ッ、♡ん″…っ♡♡」

スラックスの中に入ってきた男の指先が、膨らみかけ

た少年の中心を執拗に
 

捏ねまわしてくる。下着の上か

らとはいえ、
  

初心な少年にとっては充分すぎる刺激だ。

店内の調度と同じ、深い茶色の北欧風パーテーション

で仕切られた一角。四人の男たちが一般客とはあきら

かにグレードの違う、ふかふかしたえんじのソファに

座していた。中央にある低いテーブルには高い酒のボ

トルが並んでいる――。彼らの歳は四十から五十ほど
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で、全員仕立ての良いスーツに身を包んでいる。こん
．．

なこと
．．．

さえしていなければ、歳のわりに優美さを失っ

ていないそれぞれの面立ちやお金のかかった恰好も伴

って、誰から見ても品の良い、素敵な紳士たちに見え

たことだろう。

「ん″……ぅ♡」

少年は彼らの一人――身長が高く、四十過ぎだという

のにスーツの上からでもわかるほど若々しく厚い筋肉

を持っている――の膝上に座らされ、先程から
   

襯衣の

中を
   

弄られている。

「ほら……。
  

乳首、こんなに硬くなってきたね」

耳元の声が低く囁く。
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壮年男の声は若い男のような張りを失ってはいるが、

それが却って、柔らかく深い色味を帯びている。――

なんて感じてしまうのは、この店の大人びた雰囲気の

せいだろうか？

そうに違いない、と少年は心の中で強く頷く。

「こういうのは初めてかな？もし君が嫌だったら、今

すぐやめてもいいんだけどね」

そう言った男の指は、とうとう少年の下着の中にまで

入ってくる。

「や……っ、」

「ん？やっぱり嫌かい？」
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反射的に身をびくつかせた少年に、男は優しい声音で

問うてくる。

こんなの、嫌に決まっている――。

そう言うべきなのに、なんだか頭がとろけたようにな

って口が動かない。

状況から考えれば、少年は
  

騙されてここにいるのだ。

カフェーの給仕にしては高すぎる賃金に釣られ疑いも

せずやってきた自分も自分だが、それにしたって、こ

んなのひどすぎる。少年には、今すぐにでもこの場を

後にする権利があるはずだった。

「ひどい店長だなぁ。あいつは昔から、こういうとこ

あるからね」

男たちは少年の状況を察している。

が、少年が黙っていると再びその躰を
    

弄 びはじめる。
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「ふふ……。ま、オジサンたちに付き合ってくれたら、

お給金は弾むよ」

「こんなに可愛い子、滅多にお目にかかれないからな

ぁ」

「見てよ。髪もさらっさら」

少年は男たちの腕の中から動けずにいる。

もちろんこんな経験、今までに一度だってない。見知

らぬ大人たちに躰を好きにされるのは怖くもあるし、

お金に困っているからとはいえ、自分の歳で身売りな

んて良くないことだという分別もある。それに、嫌と

言えないほど気が弱いわけでもない。

けれど――。
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「……抵抗しないね？」

不思議と男たちの手を気持ち悪いとは思えず、彼らの

   

行いを内心非難しつつも振り切る気にはどうしてもな

れない。

なんとなく、男たちの雰囲気が数年前生き別れてしま

った父親に似ているからなのか――。少年にはわから

ない。

「ま、嫌になったらいつでも言ってよ」

「無理矢理ってのは、オジサンたちも好きじゃあない

からなぁ」

少年は男の膝上に座らされたまま、背後からあばらを

撫でられ、胸の頂きを時折
 

捏ねられる。右横から伸び
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た手が半ズボンの太腿を這い、足元に跪いた男には靴

下止めの金具を
 

解かれ――、左横からの手に、下着の

中のものをやんわりと握られる。

「……♡あっ、」

酒を飲まされたわけじゃない。なのに躰が熱かった。

「硬くなってるね……」

そう言われながら熱持った幼茎をゆるゆると揉み込ま

れると、
   

瞬く間に
  

昇りつめそうになってしまう。男

たちに躰を寄せられたままの痩身が、びくんと大袈裟

に跳ねた。
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「へぇ、可愛い顔して、こういう気持ちいいことはも

う知ってるんだ？」

口調は優しいまま少し意地悪な言い方をされて、顔が

かぁっと熱くなる。

「普段自分で、たまに
  

弄ったりするの？」

別の男にも問われて、羞恥がどんどん増していく。

「ち…っ違…、あッ♡♡」

「嘘つき」

と言われつつ、幼茎を強めの力でひと擦りされた。

快感が
  

疾る。



12

根元から先端に向けて、男の大きな手のひらと指に
  

扱

きあげられたそこが一気に熱持つ。

「ぁ……っ♡、ぁ………っ、♡」

もはやじっとしていられなくて、男の膝上で下半身を

小刻みに震わせ少年は涙目になっている。下半身の震

えに、時折びくんっ、と大きな跳ねが混ざるのがまた

恥ずかしい。

「ほら見てよ。先っぽ、こんなにびしょびしょだ

よ？」

「あ……っ、」

男の手は容赦なく少年の、芯を持ったそこをスラック
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スから取り出してみせた。

敏感になった幼茎が外気にさらされ、ぞくぞくとした

感覚が下腹からこみあげる。店内の淡い照明に照らさ

れ、透明な液に濡れた先端部分がてらてらと反射する。

「あ…っ、」

抵抗する間もなく半ズボンと下着を取り去られ、下半

身が剥き出しになってしまう。おまけに靴下も脱がさ

れているから、下半分はもはや一糸をも纏っていない。

「ほら、ほら……」

嘘をついたことを認めろとでも言うように、男の手は

速さを増して少年の幼茎を扱きはじめる。
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「今あんまり強く触ってないよ？こんなのでびくびく

なっちゃうなんて……とても普段何もしてないとは思

えないなぁ？」

「♡あっ…ぁあ……、ぁ……♡、や…、」

男の手が行き来するたび腰がびくつく。

一枚薄い板を隔てた向こう側に大勢の人がいるという

のに、下半身丸裸で恥ずかしい場所を男に責められ腰

を揺らしているなんて――

自分の現状を思うだけで、めまいがするほどの羞恥が

襲う。

「ほら……、ほら……、もうこんなに硬い……」
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「んぅ…ッ♡♡ぁ……、ぁあ……っ♡も…だめ……、

ぁ…っいっかい……、っ♡♡、いっかいやめ……っ、

♡」

男の手はますます速さを増す。上下に擦られるたび、

男の指に絡まった液がにちゅにちゅといやらしい音を

響かせはじめる。

「やめないよ」

「嘘をついた罰だからね」

「そん…な、っあ！ん″ぅ″…♡ッ……♡♡」

左右の耳元で諫められながら、男たちに囲まれた小さ

な躰をびくびくとわななかせることしかできない。幼
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茎を責め立てる男の腕に抵抗を試みるも、少年の細い

腕では敵いそうもなかった。

「♡ん″…っん″ぁ…ッ、ぁ♡……あっ！♡、ん″ーー

ーーーーーーッッッ♡♡♡♡♡」

背後の男の大きな手に押さえられた口の奥深く、声に

ならない声が喉を焼く。

腹の内から悶えるような甘い疼きが
  

疾り、ついに少年

は吐精した。

「ふふ……、いっぱい出せたね。次は別の場所もいじ

めてあげるよ」

白蜜を給仕服のベストと自らの太腿に吐き出し幾分か

ぐったりとした少年の躰は、えんじ色のソファに寝か


